
　

　要求水準書（案）【設計・建設工事編】に関する質問等回答

種別 番号 質問等の内容 回答

（ページ） 6

（項目番号） 第１章 第２節１．２）

（項目名） 処理量

（ページ） 10

（項目番号） 第１章 第３節６．

（項目名）
参考：処理フローシー
ト

（ページ） 35

（項目番号） 第３章 第１節３．

（項目名） 受入貯留ヤード

（ページ） 41

（項目番号） 第３章第３節４）

（項目名） 手選別コンベヤ

（ページ） 47

（項目番号） 第４章第１節３．２）

（項目名） プラント用井水

（ページ） 49

（項目番号） 第４章第１節６

（項目名） 機器冷却塔

質問 2

事前選別時に破袋して中身の確認が必要と考えます。フローシートは参考とし、事業者
にて破袋機の採用・不採用含めてフローシートを計画してもよろしいでしょうか。

機能に支障のない範囲で事業
者提案とします。

質問 3

５）(1)「 受入貯留ヤードの容量は、搬入日1日分相当以上とする。」とありますが、1
日分は公称能力と同等と考えてよろしいでしょうか。

質問 4

手選別コンベヤの記載がありますが、37ページ第3章第1節７．処理不適物等除去コンベ
ヤと重複した設備となりますので、本コンベヤは設置しない計画としてよろしいでしょ
うか。

お見込みの通りです。

選別機能を確保できる場合は
可とします。

質問

箇　所

質問 1

日ごとの搬入量を想定するため、計量データをいただけないでしょうか。 入札公告時に入札説明書等に
おいて公表します。

質問 6

機器冷却水が必要となる機器が無い場合は、機器冷却塔は不要としてもよろしいでしょ
うか。

お見込みの通りです。

5

「※参考：既設井戸のポンプ仕様」について、その既設井戸の位置をご教示ください。
また、他に利用できる既設井戸があれば、ご教示ください。

入札公告時に入札説明書等に
おいて公表します。



　

種別 番号 質問等の内容 回答箇　所

（ページ） 66

（項目番号） 第８章２

（項目名） 計装用空気圧縮機

（ページ） 68

（項目番号）
第９章第１節１．２）
（２）

（項目名） 汚染土壌処分

（ページ） 68

（項目番号）
第９章第１節１．２）
（１）

（項目名） 地下埋設物撤去

（ページ） 69

（項目番号）
第９章第１節１．５）
（４）

（項目名） 監督員用事務所

（ページ） 70

（項目番号）
第９章第１節２．２）
（１）

（項目名） 車両動線計画

質問 8

土木・建築工事の範囲外として、「(2)提示資料以外の汚染土壌処分」とありますが、
提示資料には汚染土壌の資料がありません。予定されている旧ごみ焼却施設解体におい
て、土壌汚染調査（ダイオキシン類含む）および汚染土壌処分が実施されるものとし、
本工事においては土壌汚染調査（ダイオキシン類含む）および汚染土壌処分は範囲外と
いう認識でよろしいでしょうか。

建設工事の際には、旧ごみ焼
却施設等の解体工事により敷
地内（工事範囲内）の汚染土
壌は撤去されていることを想
定しておりますが、入札公告
までに汚染土の処分が必要と
なる見込みが生じた場合は、
入札公告時に入札説明書等に
おいて公表します。

土木・建築工事の範囲外として、「(1)提示資料以外の地下埋設物撤去」とあります
が、本工事の着手時に敷地内に残置されている構造物、外構（アスファルト、排水側
溝、フェンス等）、埋設物等があれば、ご教示ください。

雑用空気にて機器・弁類等の運転が可能な場合は、計装用空気圧縮機は不要としてもよ
ろしいでしょうか。

機能に支障がない場合は可と
します。

質問 11

「構内道路への搬入口は、既設の橋の強度を確保したうえで流用するか、新たな橋を設
ける」とありますが、前面道路の市による雨水幹線工事は、本工事着手時には完了して
いるという認識でよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

質問 10

工事中における監督員用の仮設事務所の事務所用備品類（机・椅子・ロッカー・書棚
等）の物品・数量をご教示ください。

4～5名の利用を想定し、事務
机2～3台、6人掛け作業机1
台、椅子数脚、ロッカー、書
棚、ヘルメットラック、空調
設備等を想定します。詳細は
本組合との協議により定めま
す。

質問 7

建設工事の際には、旧ごみ焼
却施設等の解体工事により敷
地内（工事範囲内）の残置物
はすべて撤去されていること
を想定しておりますが、入札
公告までに残置物が発生する
見込みが生じた場合は、入札
公告時に入札説明書等におい
て公表します。

質問 9



　

種別 番号 質問等の内容 回答箇　所

（ページ） 70

（項目番号）
第９章 第１節２．
３）

（項目名） 施設見学者動線計画

（ページ） 75

（項目番号）
第９章第２節２．２）
（６）

（項目名） 基礎構造

（ページ） 79

（項目番号）
第９章第３節１．１）
（１）

（項目名） 造成工事

（ページ） 86

（項目番号）
第９章第５節１．８）
（１）

（項目名） 避雷設備

（ページ）

（項目番号） 添付資料➁

（項目名） 現況平面図

（ページ）

（項目番号） 添付資料②

（項目名） 現況平面図

質問 13

「本工事に伴い発生する残土は、極力構内で再利用し、処分する場合には組合と協議の
うえ、決定すること。」とありますが、残土処分の処理方法の指定および指定処分先が
あれば、ご教示ください。

質問 12

リサイクル施設での１回あたりの受入人数をご教示ください。

質問 15

避雷設備の仕様として「JIS A4201 避雷針基準によること」とありますが、国土交通省
告示第151号より適用規定が変更となっております。「JIS Z9290-3-2019」に読み替え
るものという認識でよろしいでしょうか。

お見込みの通りです。

リサイクル施設単独での見学
実績はなく、ごみ焼却施設と
併せた見学を行っています。
令和７年度の一日一件当たり
の最大人数は103人です。（管
内小学校）
詳細は入札公告時に入札説明
書等において公表します。

質問 14

「④その他　必要に応じて、沈殿池及び雨水調整池を設ける。」とありますが、雨水対
策範囲は建築基準法上の敷地全体で計画するものと考えます。対策すべき雨水処理量
（m3/h）および雨水処理方法をご提示お願いいたします。

当該施設の工事範囲内での雨
水処理量を想定していただ
き、雨水処理方法は事業者提
案とします。

残土処分については事業者提
案とします。

質問 17

本図面のCADデータをいただけないでしょうか。

質問 16

本資料では、既存の計量棟が工事範囲外にありますが、既存の粗大ごみ処理施設及びリ
サイクルセンター用の仮設計量機を設置し、工事期間中も運用可能とした場合、既存計
量棟の解体・新設計量棟の建設工事等を考慮し、既存の計量棟を含めた工事範囲として
いただくことは可能でしょうか。工事範囲は、添付資料１をご参照ください。

既設計量棟は工事範囲外とし
ます。

妥当性・合理性等の観点から
検討し、入札公告時に入札説
明書等において公表します。



　

種別 番号 質問等の内容 回答箇　所

（ページ）

（項目番号） 添付資料⑩

（項目名） 水質検査成績書

（ページ）

（項目番号） 添付資料⑭

（項目名） 橋詳細図

（ページ）

（項目番号） 添付資料⑯

（項目名） 受電位置図

（ページ） 7

（項目番号） 第１章第２節５

（項目名） 主要設備方式

質問 19

前面道路の雨水幹線構造図をご提示お願いいたします。 妥当性・合理性等の観点から
検討し、入札公告時に入札説
明書等において公表します。

４種選別を基本とします。最
終処分量の最小化及び資源化
を重視して提案してくださ
い。提案 1

３）選別設備の磁性物、アルミ、不燃物、可燃物の4種選別と記載がありますが、不燃
物及び可燃物を破砕残渣として回収し、処理していただく提案は可能でしょうか。
その場合の選別種類は、磁性物、アルミ、破砕残渣の3種となります。

妥当性・合理性等の観点から
検討し、入札公告時に入札説
明書等において公表します。

18

既設井戸の水質検査成績書ですが、数値が見えにくい部分がありますので、もう少し鮮
明なものをご提示いただけないでしょうか。

質問

質問 20

受電位置が工事範囲から外れています。最寄りの電柱より受電は可能でしょうか。

入札公告時に入札説明書等に
おいて公表します。

法人税率 23.90% ①都道府県民税 4.00% ②市町村民税 9.70% ③地方税 3.27% ④＝(②+③)*①地方法人税 4.40% ⑤事業税率 9.59% ⑥小計 41.17% ⑦＝①+④+⑤+⑥事業税率 9.59% ⑧＝⑥税率 34.51% ⑨＝⑦/(1+⑧)


